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大問１ リスニング 

例年通りに近い構成・配点 

（１）絵を見て放送にあったものを選ぶ問題 

（２）会話を聞き、会話の最後に対する応答を選ぶ問題 

（３）会話を聞き、質問に対する答えを選ぶ問題 

（４）スピーチを聞き適切なものを２つ選ぶ問題、 

   及び最後の問いに対する話題を１つ取り上げ英文２文を書く問題 

 

変化 

⚫ 例年はどの問題も各２回ずつ放送があったが、（２）において１回ずつの放送になった。 

⚫ （４）において英語スピーチに対する自分の考えを英文で書くに変更。 

 

結果・対策 

今回の変化にあった放送１回ずつの問題とスピーチを聞いての英文２文を書く問題の出現で、リス

ニング問題の難易度は多少上がったと思われる。 

これは今後の教育改革に合わせた問題の変化と思われ、今後は、普段から英語を聞き理解する能力、

それに対する自分の考えを返答できる能力が必要になると予想されるため、普段から英語を聞くよ

うに心掛けるなどの習慣が重要になると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

大問２ 単語補充・文法知識 

昨年通りの構成・配点 

（１）単語補充 

（２）動詞の語形変化 

（３）与えられた単語に２語補い英文を完成させる問題 

 

変化 

⚫ 昨年から（３）の２語補い英文を完成させる問題に変更され１年経過。 

 

結果・対策 

昨年同様の構成で変化はなく、（３）においてはこの１年間で実力テストなど形式には少しずつ慣

れてきていたとは思うが、２年前までの並び換えよりは難易度は少し上。 

英単語・連語の語彙力、文法力を正確に身に付けておきたい。 

文法は１～３年生の文法が満遍なく出題されているので、文法問題集は繰り返し解き、文法ルール

を覚えておきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

大問３ 英問英答・英作文 

例年通りの構成・配点 

（１）本文を読み質問に対する答えを主語・動詞のある１文で書く問題 

（２）元日にすることに関して１５語以上２５語以内で英文を書く問題 

 

変化 

特に構成などの変化はないが、本文が昨年１２５語程度だったのが、約１６０語と増加していた。 

 

結果・対策 

問題形式には変化がないため、慣れていたのではないかと思う。 

（１）の２問においては、本文に解答になりえる文があるが、そのまま抜き出しても減点、もしく

は誤解答とされるため、本文を参考にしつつ、代名詞の置換、動詞の変形には注意してほしい。ま

た英作文では、語彙・文法力が必要になるため、苦手な生徒は書かずに終わってしまいがちだが、

少しでも英文を書くことで点数を１点でも獲得できる可能性が学校によってあるため、日頃から英

文を書く、テストでは少しでも書く努力をしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

大問４ 対話文読解 

例年通りの構成・配点 

（１）会話から案内図を見て辿る順番を答える問題 

（２）本文の会話での英文の補充問題 

（３）本文の要約内容中の英単語補充問題 

 

変化 

問題形式には変化もなく、本文など本題の単語総数も昨年同様

３４０語程度だった。 

 

結果・対策 

対話を読みつつどのように話が変化していっているのか図や資

料と比較していく問題なので、内容把握が大切になってくる。 

（４）では本文の要約に近い内容が書かれており、補充単語も本文にないため、 

しっかりと内容を 理解しつつ、それにあった単語を書く能力が問われている。 

 

～ 大問３～５に言えることだが、長文は素早く正確に読む練習しておくことが必要となる ～ 

 

大問５ 長文読解 

例年通りの構成・配点 

（１）英単語補充問題 

（２）本文で起こった順に英文を並び換える問題 

（３）本文内容に合った日本語記述問題 

（４）本文内容の判断により、英単語（連語）の意味を選ぶ問題 

（５）内容一致問題 

（６）本文の要約文中の英単語補充問題 

 

変化 

特に変化はなく基本的構成。本題の英単語総数が昨年６２１語から６６７語と増加。 

本文のみでは、昨年４６１語から５０５語の増加となる。 

 

結果・対策 

物語の話の流れ、内容把握が大切になってくるが、単語総数増加が生徒へ負担増となってきている。 

今年は指示語・代名詞を直接問う問題はなかったが、（３）の日本語記述では、答えになりうる本

文に指示語・代名詞が含まれていたため、具体的内容に置き換えて日本語記述しなければならなか

った。長文を読む上で、指示語・代名詞の指す内容が分からないと本文全体が理解できなくなるの

で、和訳の練習では指示語・代名詞が何のことかを考えて和訳するように心掛けてほしい。 


